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 環　境　理　念

産業廃棄物をより、有効に再利用し、リサイクル化に積極的に

取り組み、人と自然の調和ある環境社会を目指し、地球と地域の

より良い環境作りに貢献します。

また、「全国産業資源循環連合会　環境自主行動計画」に基づき、

率先して二酸化炭素削減及び地球温暖化対策に取り組みます。

 環 境 経 営 方 針

株式会社 ヒラキ産業は、環境経営に積極的に取組むために、事業

テムを構築し、継続的な環境負荷とコストの低減に取組みます。

   ◇環境経営への取組みとして、特に次の事項に取組みます。

　排出量の削減に努めます。

②環境への負荷の状況を熟知し、問題点の改善に努めます。

③産業廃棄物の分別を徹底し、受託した廃棄物を最大限再資源化

　し、リサイクルを推進し、循環型社会に貢献します。

④ｺﾝｸﾘｰﾄ・汚泥をリサイクルし製品として販売して、廃棄物量の

　削減、売上向上に努めます。

2007年　１２月　１日制定

2021年　1月　8日最終改訂

 株式会社　ヒラキ産業
    代表取締役　布田　博志

当社は、産業廃棄物収集運搬及び処分業の事業活動において、

活動のあらゆる分野で環境に配慮した行動に努め、環境経営シス

①地球温暖化防止のため、省エネルギーに努め、二酸化炭素

　環境に対する意識の向上に努めます。

SDGｓにある、つくる責任つかう責任・陸の豊かさも守ろうを理念
に

◇環境関連法規を遵守します。

◇環境経営システムの内容を、全社員に周知徹底し、

2021年1月8日
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　 株式会社 ヒラキ産業は、解体工事に伴い発生した廃棄物の処分業及び収集運搬業を

 　行っており、解体から処分までのトータルサポートを行っております。

株式会社　ヒラキ産業

　代表取締役　布田　博志

◇所在地及び連絡先

本社事務所　〒755-0091　山口県宇部市大字上宇部字上安田385番地

西岐波事業所 代表地番：山口県宇部市大字西岐波字辻村253番地1

がれき等破砕場 代表地番：山口県宇部市大字西岐波字吉澤576番地

リサイクル工場 代表地番：山口県宇部市大字西岐波字木床20510番地1

TEL：0836-21-6424　　　FAX：0836-21-6414

E-mail: k-hiraki@mug.biglobe.ne.jp

　　環境管理責任者：　布田　博志

　　　　連絡担当者：　布田　千絵 　(0836-21-6424)

◇事業内容

・産業廃棄物収集運搬業

・産業廃棄物処分業(中間処理・最終処分）

・一般廃棄物収集運搬業

・一般廃棄物処分業(中間処理）

・建設用再生資材の販売

◇事業の規模

　資本金　　１，０００万円

　社員数　　　　10名

　設　立　　昭和５９年１０月１９日

 単位

　千円

　人

　㎡

◇事業年度 1月1日～12月31日(2020年度より変更）

◇認証・登録範囲 全組織・全活動

　　代表取締役

◇組織図

１名

　環境管理責任者

１名

１名

　　管理担当者 　　管理担当者 　　管理担当者

　 　各作業員

　　　事務所

　　　役　割 　　担当者

2022年度

113,528

 　  10人

324

布田　博志 布田　千絵

 　  8人

324

最終処分場ﾘｻｲｸﾙ破砕施設

布田　博志

 　  10人

324

各処分場責任者

布田　博志

省エネ運転管理・設備管理・軽油使用量及び車輌点検管理。
環境への取り組み状況推進、見直しをする。

布田　千絵

代表取締役 布田　博志
環境管理責任者を任命し、報告を受け、全体の評価、見直し
を行う。

環境管理責任者 布田　博志
代表者に代わってシステムの確認を行う。環境への取り組み
計画、取り組み状況推進・見直しをする。

各自の役割、責任及び権限を定め

組織の概要

◇事業者名

2017年度

109,97185,854

◇事業概要

2020年度

118,372

 　  10人

324

社
長

環
境
管
理
責
任
者

 　  8人

床面積(土地)

破砕処理施設

212,021

活動規模 2018年度 2021年度

売上高

2019年度

114,489

324324

 10人

　環境管理組織　

従業員

ﾘｻｲｸﾙ破砕施設

最終処分場

布田　博志

布田　博志

破砕処理施設
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有 無

※１　積替保管施設

● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ●

（これらのうち、石綿含有産業廃棄物及び特別管理産業廃棄物であるものを除く。）

有無

有無

◆建設用再生資材の販売（山口県認定リサイクル製品）

※　　製造加工場：宇部市大字西岐波字木床20510番地の1

山口県
平成18年3月28日

第208号 土壌改良土・改良土 盛土材
令和6年3月31日

用途

山口県
平成15年2月24日

第110号 RC-40・再生砕石
令和6年3月31日

路盤材等

※２　保管場所の所在地：宇部市大字西岐波字吉澤576番地　　　面積：125㎡
　　　　　　　　　　　：宇部市大字西岐波字吉澤576番地3　　 面積： 72㎡

都道府県
及び

政令都市

許可年月日
及び

有効年年月日
許可番号 認定製品・品目名

◆一般廃棄物収集運搬業許可
一般廃棄物収集運搬業 許可項目（事業の範囲）

都道府県
及び

政令都市

保管
場所

許可年月日
及び

有効年年月日
許可番号

一般廃棄物・家庭系一時多量
ごみ

（紙くず・木くず・繊維くず・草・
廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類・伐採木・がれき類）

宇部市 ●
※2

令和4年4月1日
(家）第407号 ●

令和6年3月31日

　　　　　　　　　　　：宇部市大字西岐波字吉澤576番地3　　 面積： 72㎡

宇部市 ●
※2

その他

都道府県
及び

政令都市

積替
保管

Ⅰ

Ⅱ

宇部市大字西岐波字西高野
　　　　　　　　6512番、6513番

宇部市大字上宇部字赤岸
　　　　144番地の3、字西ヶ原460 345㎡ 270.4㎥

積替保管施設の
所在地及び面積

許可の条件

ガ

ラ
ス

く

ず

･

陶
磁

器

く

ず

･

コ

ン
ク

リ
ー

ト

く
ず

●

ゴ
ム
く
ず

積替保管※１
許可の条件なし

高さ 保管品目所在地

498㎡ 523.2㎥ 3ｍ
廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類、金属くず、ｶﾞﾗｽくず･ｺﾝｸﾘｰﾄくず(がれき類を
除く。)･陶磁器くず、紙くず、木くず、繊維くず、ｺﾞﾑくず

（これらは、石綿含有産業廃棄物、水銀使用製品産業廃棄物及び水銀含有ばいじん等を含み、
　特別管理産業廃棄物であるもの除く。）以上12種類

● ●

許可一覧
◆産業廃棄物収集運搬業許可

産業廃棄物収集運搬業

面積 保管上限

許可項目（事業の範囲）

許可年月日
及び

有効年年月日
許可番号

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク

鉱
さ
い

が
れ
き
類

ば
い
じ
ん

山口県 ●
平成31年1月11日

第03516013180号 ●

燃
え
殻

汚
泥

紙
く
ず

木
く
ず

繊
維
く
ず

金
属
く
ず

● ● ●
令和6年1月10日

● ● ● ●●

屋内・
容器保管

廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類、金属くず、ｶﾞﾗｽくず･ｺﾝｸﾘｰﾄくず(がれき類を
除く。)･陶磁器くず、燃え殻、鉱さい、ばいじん

◆産業廃棄物処分業許可

産業廃棄物処分業 許可項目（事業の範囲）

都道府県
及び

政令都市

許可年月日
及び

有効年年月日
許可番号

事
業
区
分

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク

優
良

が
れ
き
類

ガ
ラ

ス

く
ず

･
陶

磁

器
く

ず

･

コ
ン

ク

リ
ー

ト
く

ず

紙
く
ず

木
く
ず

繊
維
く
ず

ゴ
ム
く
ず

山口県
令和5年2月10日

第03546013180号
中 ●

令和12年1月10日 終

金
属
く
ず

汚
泥

●

※２　保管場所の所在地：宇部市大字西岐波字吉澤576番地　　　面積：125㎡

令和4年4月1日
(家）第307号 ●

令和6年3月31日

◆一般廃棄物処分業許可
一般廃棄物処分業 許可項目（事業の範囲）

都道府県
及び

政令都市

保管
場所

許可年月日
及び

有効年年月日
許可番号

事業系一般廃棄物
（紙くず・木くず・繊維くず・草・
廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類・伐採木・がれき類）
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2021年11月　10t岩車　新車　1台購入

2020年12月　新古車　1台購入
2021年　６月購入

2021年9月　　PC-35　1台購入
2022年　1台　売却

保有車輌

種類 仕様 台数

収集運搬車輌

10tﾀﾞﾝﾌﾟ ２台
２台
１台

4tﾀﾞﾝﾌﾟ
2tﾀﾞﾝﾌﾟ

２台4tﾕﾆｯｸ

処理施設

宇部市大字西岐波字木床20510番地1

393t/日

393t/日

処理能力

処理能力

PC-130

種類

１台
１台

PC-138

処理方式

重機

PC-210 １台

処理方法

１台PC-200

PC-35 ２台

残容量
3,552.011

㎥

埋立容量
25,801㎥

残容量
2,142.239

㎥

宇部市大字西岐波字西高野6520、6521番地

426.4t/日

宇部市大字西岐波字吉澤576番地

451.2t/日

宇部市大字西岐波字辻村253番地1

埋立容量
5,730㎥

98.4t/日

1,216t/日

宇部市大字西岐波字木床20510番地1

928t/日

246.4t/日

287.2/日

824t/日

384t/日

ゴムくず

自走式

金属くず

がれき類
ゴムくず

木くず

ｶﾞﾗｽくず・ｺﾝｸﾘｰﾄくず・
陶磁器くず

金属くず
廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ

汚泥

廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ

埋立

紙くず

薬剤処理

繊維くず

ｶﾞﾗｽくず・ｺﾝｸﾘｰﾄくず・
陶磁器くず

破砕
(移動式を

含む)

がれき類

安定型埋立

固化式

ｶﾞﾗｽくず・ｺﾝｸﾘｰﾄくず・
陶磁器くず

がれき類(ｺﾝがら
･ｱｽがら含む）

圧縮破砕式
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産業廃棄物の最終処分までの一連の処理の行程（2022年1月～2022年12月） （単位：t）

山口県認定ﾘｻｲｸﾙ製品

がれき類
(コンガラ･アスガラ含
む)

5,961.62 16,970.62 34.0% 16,995.03 3,142.60 21.6% ［用途：土木工事等の
締固め材等］

自社再生利用

2,679.00 18.5% ［用途：路盤材等］他社
へ売却

A社

ガラス陶磁器くず 59.85 0.3% 102.23 0.7% ［用途：路盤材等］他社
へ売却

B社

42.30 0.3% ［用途：路盤材等］他社
へ売却

C社

汚泥 10,902.75 62.1% 28.20 0.2% ［用途：路盤材等］他社
へ売却

D社

25.85 0.2% ［用途：路盤材等］他社
へ売却

E社

36.43 0.3% ［用途：路盤材等］他社
へ売却

その他３社

製品名：土壌改良土
（認定番号　第２０８号） 10,892.88 75.0% ［用途：盛土材］　他社

へ売却
F社

石膏ボード 46.4 0.3% 石膏粉 29.65 0.2% セメント混和材として有価売却

太平洋マテリアル(株)《焼却・
焼成》
許可番号　山口　第０３５２６０
８５６６１号

紙くず 16.29 579.35 0.1% 577.52 紙くず 20.09 0.1%

【紙くず・ガラス陶磁器くず・廃
プラスチック】
共英製鋼(株)《管理型埋立処
分,溶融,破砕･選別》
許可番号　山口　第０３５４６０
０２０４２号

繊維くず 11.33 0.1% 廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類 47.31 0.3%

【紙くず・ガラス陶磁器くず・廃
プラスチック】
共英製鋼(株)《管理型埋立処
分,溶融,破砕･選別》
許可番号　山口　第０３５４６０
０２０４２号

ゴムくず 0.15 0.0% 紙くず・繊維くず・ゴムくず・
廃プラスチック・木くず 205.62 1.4%

サーマルリサイクル
焼却灰（セメント原料として再
利用）

UBE三菱セメント(株)《焼成・焼
却》
許可番号　山口　第０３５４６０
０２６０４号

廃プラスチック 133 0.8% ゴムくず・廃プラスチック・
がれき類・ガラスくず 4.25 0.0% 管理型埋立

宇部興産コンサルタント(株)
《管理型埋立処分》
許可番号　山口　第０３５３６１
４５５４４号

木くず 389.93 2.2% 木くず 84.92 0.6%
発電用バイオマス燃料、パー
ティクルボード用木質、家畜の
床材として有価売却

(株)総林《破砕》
許可番号　山口　第０３５２５０
５５６５０号

がれき類 0 0.0% 木くず 108.66 0.7% 木質バイオマス発電用チップと
して有価売却

(株)山口エコファクトリー《破
砕》
許可番号　山口　第０３５２６１
９４２２４号

ガラスくず 9.09 0.1% 木くず 207.45 1.4%
木質バイオマス発電用チップ、
製紙用パルプ原料として有価
売却

山陽チップ工業(株)《破砕》
許可番号　山口　第０７５２００
６８０１１号

金属くず 19.56 0.1% 金属くず 1.91 0.0% 有価売却 (株)山原商会

非飛散性成形板 2.23 2.532 0.0%

ゴムくず・廃プラスチック・
がれき類・ガラス陶磁器く
ず・金属くず･石綿含有産
業廃棄物･非飛散性成形板 2.53 0.0% 安定型埋立

(株)ヒラキ産業《安定型埋立処
分》
宇部市大字西岐波字辻村２５
３番１

石綿含有産業廃棄物 0.302 0.0% ガラス陶磁器くず 0.00 0.0% 安定型埋立

(株)ヒラキ産業《小規模安定型
埋立処分》
宇部市大字西岐波字西高野６
５２０，６５２１

処理前保管量 23.70 株式会社　ヒラキ産業

処理後保管量 46.14

17,572.55

(株)ヒラキ産業
破砕施設・薬剤処理施設
宇部市大字西岐波字木床２０５１
０番１

【処理方法】
がれき類・ガラス陶磁器･石膏
ボード・・・破砕
汚泥・・・薬剤処理

製品名：ＲＣ－４０
（認定番号　第１１０号）

(株)ヒラキ産業
破砕リサイクル施設
宇部市大字西岐波字吉澤５７６番

【処理方法】
紙くず・繊維くず・ゴムくず・廃
プラスチック・木くず・がれき
類・ガラスくず・金属くず・・・
破砕

受　入 処　理 持　出

中間処理 最終処分・有価売却

可燃物は分解されてガス化
し、粗鋼の還元材として使用
(電気炉及びガス化炉でケミカ
ルリサイクル)

TEL：０８３６－２１－６４２４
FAX：０８３６－２１－６４１４

山口県宇部市大字上宇部字上安田３８５番地

14,519.28 100%受入量計 17,552.50 17,552.50 100% 持出量計

５



当年度及び中期環境経営目標

※二酸化炭素排出係数：中電の2020年度の排出係数 0.521kg-CO2/kWhを適用

※2016年度より2015年度を基準年としていた。2020年度より本年を基準値とする。
※中期環境目標の単位のｔは環境目標の実績の総廃棄物受託量を原単位とする。

※2020年度は汚泥の処理依頼が急増し土壌改良土の販売量も増大したため2020年度目標値をそのまま据え置いた。

2,329

(1％増)

2,352 2,421 2,490

(2％増) (5％増) (8％増)

7,037 7,106 7,315 7,524

2.3 2.3 2.2

(1％減) (2％減) (3％減)

21.91

(1％増)

22.12 22.34 22.56

(2％増) (3％増) (4％増)

2,421

(52,508kg-CO2)

2,397 2,372 2,348

(1％減) (2％減) (3％減)

830 821 813

(1％減) (2％減) (3％減)

761 754

21.69

95％以上維持

2,306

6,967（2020年年度目

標値より）

地域ｺﾐｭﾆﾃｨへの貢献

土壌改良土販売量 (ｍ3)

(実績値）

17.58
20％減

25,718

1,463
93％増

44

〇98%

2,329

（1％増）

7,037

（1％増）

95％以上維持

RC-40販売量 (ｍ3)

水使用量
50

受託量比(㎥/1千t) 2.3

㎥

目標値増減(㎥/1千t) －

受託廃棄物のﾘｻｲｸﾙ率 ％

目標値比(％)

二酸化炭素排出量

軽油

74,185

4,220
75％増

受託量比(kwh/1千t) 834

排出量(kg－CO2) 52,245

－
20,043

1,140
38％増

電力使用量

kwh

受託量比(kg－CO2/1千t) 2,409
目標値比(％)

目標値比(％) －

受託量比(ℓ/1千t) 765

ℓ

地域ｺﾐｭﾆﾃｨへの貢献

土壌改良土販売量 ㎥

ﾘｻｲｸﾙ製品改良土による野菜作り・挑戦

(1％増) (2％増) (5％増) (8％増)

受託廃棄物のﾘｻｲｸﾙ率 ％ 95％以上維持 95％以上維持

1千ｔ

95％以上維持 95％以上維持

RC-40販売量 ㎥

総廃棄物受託量

2.3

(0.5％減)

2022年1月～2022年12月の取組期間の基準値に於ける実績は以下の通りであった。

中期環境経営目標
2024年度 2025年度

二酸化炭素排出量 kg-CO2/1千ｔ

2020年度
(基準値)

電力使用量 kWh/1千t

2023年度

2,409

(0.5％減)

834

(0.5％減)

765

(0.5％減)

2022年度

746

(1％減) (2％減) (3％減)

項　　　目 単位

軽油 L/1千t

水使用量 ㎥/1千t

838

(18,179kWh)

769

(16,680L)

2.3

(50m3)

×

×

×

〇ﾘｻｲｸﾙ製品改良土による野菜作り・挑戦

区分
2022年度
(目標値)

総廃棄物受託量 (1千t)

評価

×

×

×

×

環境経営目標の実績

21.91

2022年度

18,088

16,597

－

2.5
9％増

1,240
（47％減）

6,570
(7％減)
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　　【　二酸化炭素排出量及び電気、軽油、水使用量　】
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　　【　リサイクル製品現況報告　】
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１．二酸化炭素排出量の0.5％削減

２．水使用量の0.5％削減

３．製品及びサービスにおける環境配慮

４．地域コミュニティへの貢献

５．リサイクル率の向上　95％以上

・受審事業者に適用される主な環境関連法規等は廃棄物処理法及びフロン排出抑制法であり
それらの遵守状況を自己ﾁｪｯｸした結果、環境関連法規への、違反等はありませんでした。

・関係当局より違反の指摘及び、利害関係者からの訴訟等も過去５年以上ありません。

当年度環境経営活動計画の取組結果と評価、次年度の取組内容

評価・次年度の取組
今年度は、夏時期、冬時期ともに空調使用が増えて
いたので、来年度は特にｴｱｺﾝ設定温度を決めその
温度設定を徹底する。また、事務所ｴｱｺﾝを2つとも
稼働させるのではなく1つにする。今年度も実践した
が、冬は巻きスカートを巻きつける等の防寒対策を
徹底したい。

7,107㎥販売（前年度より1％増）

再資源化量

使用済み用紙の裏面利用 ○

取組目標

22.06千ｔ（前年度より1％増）

取組目標 活動項目

野菜作り 自社ﾘｻｲｸﾙ製品の土で畑を作り、環境にやさしい野菜を作る

必要以上に水を使用しない

今年度はエコドライブとアイドリングストップを徹底さ
せた。しかし燃料の使用量自体は増え、受託量比も
倍増してしまった。収集運搬量が前年度より倍増し
ているためである。来年度はエコドライブとアイドリン
グストップの徹底はもちろん日々の自主点検・整備
等も怠らず更なる削減に努める。

取組目標 活動項目

電力使用量の0.5％削減

夏季における軽装、冬季における重ね着等服装の工夫をして冷暖房の使
用を抑える。(ｸｰﾙﾋﾞｽﾞ、ｳｫｰﾑﾋﾞｽﾞ） ○

休憩時の消灯、ｴｱｺﾝＯＦＦ

ｴｱｺﾝの設定温度(冷房28℃･暖房20℃)を決め,実行 ×

○

化石燃料の0.5％削減

アイドリングストップ ○

自主点検・整備 ○

エコドライブ ○

活動項目

○両面印刷・両面コピーの徹底

蛇口の締め忘れがないようにする節水

取組目標 活動項目

水漏れの確認

取組目標 活動項目

RC-40販売量1％増

土壌改良土販売量1％増

2,352㎥販売（前年度より1％増）

評価・次年度の取組
今後も継続して実施

評価・次年度の取組

○

○

○

×

×

○

○95％以上を維持

×

代表者による全体評価と見直し・指示

リサイクルの推進
○

環境関連法規などの遵守状況の確認及び評価の結果、並びに違反、訴訟などの有無

○

　二酸化炭素排出量の総量は、前年比14％増加し、受託量比設定も98%増加した。
詳細としては、燃料目標比92％増、電力使用量目標比も37％増となった。
排出量比・受託量比はどちらも増加しており、廃棄物受託量が少なかったためであるといえる。
電気使用を今一度見直し、コツコツ一人一人ができる所から改めたい。燃料費は増加していたが、収集運
搬量が去年より倍増しているため、使用量が増えた原因といえる。
ただ、今年度も再資源化(リサイクル)率は95％以上を維持できた。
産業廃棄物総受託量が前年比５７％減少したにもかかわらず、最終処分受託量比0.014％と比率が目標値よ
り０．5％減と、低くなった。
ただ、RC-40・土壌改良土の販売目標が達成できなかった。RC－４０は８月頃から関連会社が公共工事をと
り、搬入も増え販売量も伸びてきたが、年末に大量の搬入があり、今年度のRC販売量には間に合わなかっ
た。来年度は確実に目標達成できるように、既存のお客さんはもちろん、新規のお客さんからのｺﾝｸﾘｰﾄが
ら受入が伸びるよう、営業・広告宣伝などを考え必ず実践するよう指示した。土壌改良土は搬入量が去年
の半分以下となり、来年度は大量搬入の予定もないので、今まで搬入したことのある、大手会社等にピン
ポイントで営業をかける。来年度はRC-40・土壌改良土ともにバランスよく目標を達成したい。
グリーン対象品に該当する物は100%購入し、社会への貢献活動を推進する。取り組みの結果、産業廃棄物
総受託量は継続的に増加させ、搬入者及び弊社が一体となり、今後もリサイクル率向上に工夫を凝らして
いくよう指示した。

今年度は産業廃棄物総受託量減少したため、再資
源化量も目標をクリアできなかったがﾘｻｲｸﾙ率は去
年より上がった。実績は前年度より2１％減少した。Ｒ
Ｃ－40の販売量は前年度より１４％も増加したが目
標はクリアできなかった。要因としては、汚泥の搬入
量が多く、前半は土壌改良土の販売に集中してい
たことと、ｺﾝｸﾘｰﾄの搬入量は前年度より倍増した
が、年末に大口搬入があったため販売量まで結び
つかなかった。土壌改良土は搬入量も去年の半分
以下だったので、販売量も去年の半分以下だった。
来年度は広告等を上手く使い、既存のお客さんだ
けでなく、新規のお客さんのｺﾝｸﾘｰﾄの搬入量を増
やして、土壌改良土、ＲＣともに、バランスよく販売し
目標を達成したい。

廃棄物の発生抑制

受託した産業廃棄物の分別

リサイクル率

再資源化、リサイクル

評価・次年度の取組

今年度は2重ﾁｪｯｸ等を徹底的に行い、削減
を心掛けた。使用量は前年比の半分以下に
なった。引き続き２重ﾁｪｯｸは行なっていく。

評価・次年度の取組
実績は1240㎥販売で目標比53％減だった。今年度は前半に

去年同様汚泥の搬入が多くあり、土壌改良土の販売の方に力

を入れたため、ＲＣの製品造りが進まなかった。しかし、後半は

関連会社が公共工事をとり、年末には大口のｺﾝｶﾞﾗ搬入が決

まったため来年度は販売目標が達成できるよう頑張りたい。な

お、今年も引き続きｺﾝｸﾘｰﾄ搬入が増えるよう、新規のお客さ

んにもFAX等でチラシ等を配布したい。

実績は6570㎥販売で目標比8%減だった。汚泥の受
託量が去年よりも半減し、目標に届かなかった。来
年度は今の所、量の多い汚泥搬入の見込みがない
ため、過去に処分した会社などにピンポイントで営
業をしようと思う。来年度こそはＲＣ販売とのバランス
を取りたい。
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　受託した産業廃棄物の処理量 令和5年2月1日　現在
　　　　　　　　　　　　　　　　　               2022年（　2022年　1月　～　2022年 12月）

廃棄物等種類 処分方法等 処理量（t）

ｺﾝｸﾘｰﾄ･ｱｽﾌｧﾙﾄ 717.10

がれき類 64.00
ガラス陶磁器くず 17.20
石膏ボード 7.30
汚泥 146.70
木くず 72.50
紙くず 2.60
ゴムくず 0.00
廃プラスチック 46.60
繊維くず 0.10
金属くず 6.50
非飛散性成形板 0.30
石綿含有産業廃棄物 0.00

1,080.90

がれき類 破砕（ｺﾝｸﾘｰﾄ･ｱｽﾌｧﾙﾄ含む） 5,996.80

ｶﾞﾗｽ陶磁器くず 破砕 68.90
石膏ﾎﾞｰﾄﾞ 破砕 45.50
汚泥 薬剤処理 10,892.90
木くず 破砕 391.90
紙くず 破砕 17.90
廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ 破砕 128.30
繊維くず 破砕 10.80
金属くず 破砕 19.40

ゴムくず 破砕 0.20
がれき類
（ｺﾝｸﾘｰﾄ･ｱｽﾌｧﾙﾄ含む） 破砕後、路盤材化 5,996.80

汚泥 薬剤処理後、路盤材化 10,892.90

16,889.70

17,572.60

ｶﾞﾗｽ陶磁器くず 破砕 0.00

廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ 破砕 0.00
金属くず 破砕 0.00

0.00

非飛散性成形板 安定型埋立処分 2.20
石綿含有産業廃棄物 安定型埋立処分 0.30

2.500

廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ 管理型最終処分（委託） 0.00

ｶﾞﾗｽ陶磁器くず 管理型最終処分（委託） 4.30

がれき類 管理型最終処分（委託） 0.00

石膏ﾎﾞｰﾄﾞ 管理型最終処分（委託） 0.00

紙くず 管理型最終処分（委託） 20.10

木くず 393.40

石膏ﾎﾞｰﾄﾞ 29.65

木くず・紙くず・廃ﾌﾟﾗｽ
ﾁｯｸ・繊維くず・ｺﾞﾑくず

252.93

675.98

700.38

うち
再資源化等

再資源化等量小計

中間処理合計

処理方法等

（ⅰ）収集運搬

収集運搬量合計

（ⅱ）中間処理

　　中間処理後処分量合計

（ⅱ）中間処理後自社の
最終処分場に埋立処分

合計

（ⅲ）　最終処分

最終処分量合計

（ⅳ）中間
処理後の
産業廃棄
物

最終処分

再資源化等

再資源化等量小計
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　受託した産業廃棄物の中間処理受託量

【産業廃棄物再資源化等】

がれき類
(ｺﾝｸﾘｰﾄ･ｱｽﾌｧﾙﾄ含)

汚泥 木くず 石膏ﾎﾞｰﾄﾞ 廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ他

2,687.5 27,004.7 516.7 51.8 329.5

5,996.8 10,892.9 391.9 45.5 245.5

　　　　　　　　　単位：t

2021年度産業廃棄物
　　　　　　再資源化等

2022年度産業廃棄物
　　　　　　再資源化等

がれき類

(ｺﾝｸﾘｰﾄ･ｱｽﾌｧ

ﾙﾄ含)
9%

汚泥
88%

木くず
2%

石膏ﾎﾞｰﾄﾞ
0%

廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ他
1%

2021年度産業廃棄物受入量のうち再資源化など

がれき類

(ｺﾝｸﾘｰﾄ･ｱｽﾌｧ

ﾙﾄ含)
34%

汚泥
62%

木くず
2%

石膏ﾎﾞｰﾄﾞ
0%

廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ他
2%

2022年度産業廃棄物受入量のうち再資源化など
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　受託した一般廃棄物の処理量
　　　　　　　　　　　　　　　　　                  2022年（　2022年　1月　～　2022年 12月）

廃棄物等種類 処分方法等 処理量（t）

可燃ごみ 0.00

0.00

可燃ごみ(廃ﾌﾟﾗ） 破砕 2.10

可燃ごみ（草・木） 破砕 152.10

可燃ごみ(廃ﾌﾟﾗ） 破砕 2.10

可燃ごみ（草・木） 破砕 152.10

154.20

154.20

可燃ごみ(廃ﾌﾟﾗ） 破砕 2.10

可燃ごみ（草・木） 破砕 152.10

154.20

154.20

うち
再資源化等

再資源化等量小計

　　中間処理後処分量合計

中間処理合計

中間処理
後の最終
処分

再資源化等

再資源化等量小計

処理方法等

（ⅰ）収集運搬　　家庭系

収集運搬量合計

（ⅱ）中間処理
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